
1F

2F

道路に直交する向きに連続して並べ
られた大きな壁が特徴的な計画。10
枚の壁は少しずつ角度を変えて立ち、
これらの壁に挟まれながら地面から
浮くように部屋が設けられる。2階
レベルの部屋はさまざまな大きさ、
高さ、機能をもつ。シャンプーなど
もほかの部屋から分けてプライベー
ト感の高い造りとし、これらの集合
体が美容室の店舗部分となる。一方
で、浮いた店舗部分と地面とのあい
だの空間はすべて駐車場となる。10
枚の壁にはそれぞれ、駐車場レベル
と店舗レベルで開口が東西方向を貫
くようにあけられる。駐車場レベル
の開口は直線的につながれ、国道と
裏道からアクセスできる車道となり、
壁の隙間に駐車する。店舗レベルで
は、すべての部屋をつなぐ開口は一
直線に並ぶのではなく曲線状に配さ
れており、入り口から一番奥までを
見通すことはできない。来客者は特
徴の異なるさまざまな部屋を、シャ
ンプーやカットなどの工程に沿って
奥へと進む。壁を通っていくにつれ
て徐々に奥が見え、どのような空間
が用意されているのかを期待しなが
ら進むことになる。ひと通りセット
を終えると、また受付へと戻り帰っ
ていく。通行人や車からは内部空間
が壁に挟まれて断片的に見え、通り
抜けていく人の動きを感じる。そう
したシーン自体が美容室の新しい看
板となることが意図された。
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賞「芸術と科学の色の賞」奨励賞（05）、中之島新線駅企画デザインコンペ優秀賞（05）など。

永山祐子

永山祐子さんのコンペ提出案

異空間の
個室をつくり、
つなげる
連続壁

永山祐子さんのコンセプト
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平面図

断面図

コンクリートの無機質な壁面に
ツタの緑によって模様が描かれ
ている。堅いコンクリートのイ
メージにやわらかさを与えてい
る。

駐車場はまるで高架下のような
空間。壁をすり抜け、壁のあい
だの空間に車を駐車する。

テラスは開口を通して一番奥に
見えてくる場所になる。

壁のあいだに挟まれた階段を登
る。道路の喧噪から離れ、店内
に入る。

シャンプーなどもほかの部屋か
ら分けられることで親密性の高
い空間になっている。

ワンルーム的造りの美容室に比
べ、空間を分けることでプライ
ベート感の高い造りとする。

コールド空間は広めにとってあ
るので、今後カット席としても
使用できる。

ツタの装飾を施された壁に縁取
られた景色を望む。

セット面の壁は一面鏡張りにす
ることで部屋の大きさに2倍の
広がりをもたせる。
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内観写真

開口部の連続写真
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写真中／永山さんプランの模型。（写真＝
藤塚光政）写真上＋右図／ホールからレ
セプションへと入っていくと次々に現れ
る開口は微妙にずれ、一度に全体を見通
すことはできない。見返しても入り口は
見えない。迷路に迷い込んだような、距
離感をなくしたような非日常空間へワー
プする仕掛けが用意されている。（写真上
下提供＝永山祐子建築設計）

天井、床は白くツヤのある素材
にすることで、部屋の中を明る
く見せるとともに、上下に少し
像が映り込むことで広がりのあ
る空間を創り出している。
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